
議 会 運 営 委 員 会 日 程

平成２６年２月１２日（水）  

午前１０時   ５０２会議室  

日程第１  議会運営の基本的事項等について

日程第２  平成２６年第１回定例会の日程と運営について  

 (1) 付議事件  

  ①議  案  -----------------５５件  

   （内訳）  

       条 例 --------- １７件  

       事 件 --------- １４件  

       予 算 --------- １９件  

       補 正 予 算 ----------- ５件  

  ②報  告  ------------------ １件  

  ③請願・陳情  

   ◇閉会中の継続審査となった請願で審査を終わり報告されるもの  

     総 務 委 員 会 ------ ０件  

     市 民 委 員 会 ------ ０件  

     健 康 福 祉 委 員 会 ------ ０件  

     まちづくり委員会 ------ ０件  

     環 境 委 員 会 ------ ０件  

     議 会 運 営 委 員 会 ------ ０件  

   ◇平成２５年第４回定例会後、本日までに受理したもの  

     請  願  -------------- ０件  

     陳  情  -------------- ０件  

  ④意見書案  ---------------- ０件  

 (2) 分割議決議案  

  ①議案第１６号  川崎市立高等学校及び川崎市立川崎高等学校附属中学校  

の入学選考料等の徴収に関する条例の一部を改正する条  

例の制定について  

  ②議案第５０号  平成２５年度川崎市一般会計補正予算  

③議案第５５号  川崎市営霊園の指定管理者の指定について  
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 (3) 追加議案  

 （２月２７日頃提出予定）  

  ①川崎市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 

  ②川崎市立小学校及び聾学校冷房化等事業の契約の変更について 

  ③平成２５年度川崎市一般会計補正予算  

④平成２６年度川崎市一般会計補正予算  

（３月２０日頃提出予定）  

  ⑤川崎市副市長の選任について  

  ⑥川崎市教育委員会委員の任命について 

  ⑦川崎市人権オンブズパーソンの選任について  

 (4) 平成２６年度施政方針  

 (5) 会議録署名議員（敬称略）  

   16番  松川正二郎    45番  石田和子    58番  鏑木茂哉  

 (6) 予算審査特別委員会について  

   委員長選出会派・・・・公明党  

   副委員長選出会派・・・自民党  

 (7) 質疑・質問・討論等の発言の会派順序  

   自民党、公明党、民主党、共産党、みんなの党・無所属  

 (8) 会期及び会期日程案  

   ２月１８日（火）から３月２４日（月）までの３５日間  

   別紙「平成２６年第１回川崎市議会定例会会期日程（案）」参照  

日程第３  農業委員会委員の推薦について  

日程第４  常任委員会委員の改選について  

日程第５  会派選出の各種委員について  

 (1) 都市計画審議会  

 (2) 港湾審議会  

日程第６  今後の議会改革等の検討課題について  

 (1) 市長の決算審査特別委員会への出席  

 (2) 会期の見直し  

日程第７  その他  
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議 会 運 営 の 基 本 的 事 項 等 に つ い て 

○  協議事項（変更のある事項）

 (1) 議席（４～６ページを参照） 

 (2) 代表質問における各会派の努力目標時間（７ページを参照） 

 (3) 常任委員会委員長の割当てポスト（８、９ページを参照） 

○ 既に変更された事項

 (4) 常任委員会委員の所属変更 
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平成２６年第１回川崎市議会定例会 
議事日程第１号 

                               平成２６年２月１８日（火） 
午 前 １０ 時     開 会  

 第 １ 

  会議録署名議員の指名 

 第 ２ 

  会期の決定 

 第 ３ 

  議席の一部変更について 

 第 ４ 

  平成２６年度施政方針 

 第 ５ 

議案第 １号  川崎市職員定数条例及び川崎市上下水道局企業職員定数条例の一部を改正する条例

の制定について 

議案第 ２号  川崎市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第 ３号  川崎市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第 ４号  川崎市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第 ５号  川崎市スポーツ・文化総合センター条例の制定について 

議案第 ６号  川崎市個人市民税の控除対象となる寄附金を受け入れる特定非営利活動法人の基準

等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第 ７号  地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を講ずるための関係

法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定につい

て 

議案第 ８号  川崎市心身障害者総合リハビリテーションセンター条例の一部を改正する条例の制

定について 

議案第 ９号  川崎市障害福祉サービス事業の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する

条例の制定について 

議案第１０号  川崎市指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営の基準等に関する条例

の一部を改正する条例の制定について 

議案第１１号  川崎市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について  

議案第１２号  川崎市病院局企業職員定数条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１３号  川崎市消防長及び消防署長の資格に関する条例の制定について 

議案第１４号  川崎市消防手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１５号  川崎市消防団給与条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１６号  川崎市立高等学校及び川崎市立川崎高等学校附属中学校の入学選考料等の徴収に関

する条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１７号  川崎市社会教育委員条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１８号  包括外部監査契約の締結について 

議案第１９号  川崎市固定資産評価審査委員会委員の選任について 

議案第２０号  川崎競輪場メインスタンド耐震補強その他工事請負契約の締結について 

議案第２１号  川崎市多摩スポーツセンター建設等事業の契約の変更について 

議案第２２号  高津区における町区域の設定について 
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議案第２３号  高津区における住居表示の実施区域及び方法について 

議案第２４号  川崎シンフォニーホールの指定管理者の指定について 

議案第２５号  スポーツ・文化複合施設整備等事業の契約の締結について 

議案第２６号  川崎市スポーツ・文化総合センターの指定管理者の指定について 

議案第２７号  北部地域療育センターの指定管理者の指定について 

議案第２８号  川崎市消費者行政推進委員会委員の選任について 

議案第２９号  王禅寺四ッ田特別緑地保全地区用地の取得について 

議案第３０号  市道路線の認定及び廃止について 

議案第３１号  平成２６年度川崎市一般会計予算 

議案第３２号  平成２６年度川崎市競輪事業特別会計予算 

議案第３３号  平成２６年度川崎市卸売市場事業特別会計予算 

議案第３４号  平成２６年度川崎市国民健康保険事業特別会計予算 

議案第３５号  平成２６年度川崎市母子寡婦福祉資金貸付事業特別会計予算 

議案第３６号  平成２６年度川崎市後期高齢者医療事業特別会計予算 

議案第３７号  平成２６年度川崎市公害健康被害補償事業特別会計予算 

議案第３８号  平成２６年度川崎市介護保険事業特別会計予算 

議案第３９号  平成２６年度川崎市港湾整備事業特別会計予算 

議案第４０号  平成２６年度川崎市勤労者福祉共済事業特別会計予算 

議案第４１号  平成２６年度川崎市墓地整備事業特別会計予算 

議案第４２号  平成２６年度川崎市生田緑地ゴルフ場事業特別会計予算 

議案第４３号  平成２６年度川崎市公共用地先行取得等事業特別会計予算 

議案第４４号  平成２６年度川崎市公債管理特別会計予算 

議案第４５号  平成２６年度川崎市病院事業会計予算 

議案第４６号  平成２６年度川崎市下水道事業会計予算 

議案第４７号  平成２６年度川崎市水道事業会計予算 

議案第４８号  平成２６年度川崎市工業用水道事業会計予算 

議案第４９号  平成２６年度川崎市自動車運送事業会計予算 

議案第５０号  平成２５年度川崎市一般会計補正予算 

議案第５１号  平成２５年度川崎市一般会計補正予算 

議案第５２号  平成２５年度川崎市国民健康保険事業特別会計補正予算 

議案第５３号  平成２５年度川崎市港湾整備事業特別会計補正予算 

議案第５４号  平成２５年度川崎市公債管理特別会計補正予算 

議案第５５号  川崎市営霊園の指定管理者の指定について 

報告第 １号  地方自治法第１８０条の規定による市長の専決処分の報告について 
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代表質問の終了予定時刻等について（案）

２６．２．１２ 

＜代表質問の終了予定時刻の一覧＞ 

３、６、９、１２月定例会

１日目 ２会派（17 時 07 分）

２日目 ３会派（16 時 53 分）

＊ 休憩時間として、12:00～13:00 の１時間、15:00～15:30 の 30 分間を加えて 

 計算している。 

＜代表質問の各会派努力目標時間の一覧＞（参考） 

会 派 名 議員数 ３、６、９、１２月定例会

自 民 党 １６人 
１８３分（＋３.20） 

（3 時間 3 分） 

公 明 党 １３人 
１５４分（＋２） 

（2 時間 34 分） 

民 主 党 １１人 
１３６分（＋２） 

（2 時間 16 分） 

共 産 党 １０人 
１２６分（＋１.20） 

（2 時間 6 分） 

みんなの党 

・無所属 
３人 

６１分（－８.40） 

（1 時間 1 分） 

計 ５３人 ６６０分 

＊ 各定例会の代表質問の総時間は 660 分とする。 

＊ 努力目標時間の計算は、代表質問の総時間の内、4 分の 1 を各会派に均等割と

し、4分の 3 を各会派の所属議員数により比例配分する。 

＊ この努力目標時間の配分による代表質問は、平成 24 年第 3 回定例会から実施す

る。 

＊ 来期の各会派の努力目標時間の配分方法は、会派の所属議員数により比例配分

する。なお、改選後の会派構成状況等に応じて協議を行う。
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係　数 人数

5.75

⇒6

4.75

⇒5

3.75

⇒4

1.75

⇒1

正 0

副 0

正 0

副 0

正 0

副 0

正 0

副 0

正 0

副 0

正 0

副 0

正 0

副 0

正 20 5 5 5 5

副 20 5 5 5 5

0

無　所　属 1 1.67% 0.33 0

無　所　属 1 1.67% 0.33 0

0

無　所　属 1 1.67% 0.33

0無　所　属 1 1.67% 0.33

無　所　属 1 1.67% 0.33

4

20計 60 100.00 20.00

みんなの党
・無所属

3 5.00%
1.33
⇒1.00

民　主　党 11 18.33% 3.67

共　産　党 10 16.67% 3.33

実　数

正 副 常 任 委 員 長 割 当 表

自　民　党 16 26.67% 5.33

23年 24年

正 6

25年

公　明　党 13 21.67% 4.33

26年会　　　派 議員数 構成比

正副委員長数

0

無　所　属 1 1.67% 0.33 0

無　所　属 1 1.67% 0.33

2 3 1

2136副

正

副

2
⇒1

2

正

副

正 5

1

1

2
3
⇒4

1

1

1

4

１⇒０

０⇒１

21

1

14副

正 1

1 1 2

21

1

112副 4

4 2
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年次別正副委員長割当表

２３年 ２４年 ２５年 ２６年

総

務

委

員

会

正 自 民 党 公 明 党 自 民 党 民 主 党 

副 公 明 党 自 民 党 民 主 党 自 民 党 

市

民

委

員

会

正 共 産 党 みんなの党 自 民 党 自 民 党 

副 民 主 党 自 民 党 公 明 党 共 産 党 

健
康
福
祉
委
員
会

正 公 明 党 民 主 党 民 主 党 公 明 党 

副 共 産 党 公 明 党 自 民 党 民 主 党 

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

正 自 民 党 民 主 党 自 民 党 公 明 党 

副 民 主 党 自 民 党 公 明 党 自 民 党 

環

境

委

員

会

正 共 産 党 共 産 党 公 明 党 
みんなの党 ・無 所属
(共産党に変更)

副 みんなの党 みんなの党 共 産 党 共 産 党 

 ※ 平成２６年度の環境委員会副委員長ポストが共産党のため、調整が必要となる。 
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２月１８日（火）の本会議の議事要領 

【議事日程～別紙議事日程第１号による】 

１ 開会宣告及び開議宣告 

２ 諸報告 

 (1) 議会閉会中に常任委員会委員の所属変更があったことの報告 

 (2) 包括外部監査人から平成２５年度川崎市包括外部監査の結果報告書が提出され 

たことの報告 

(3) 砂田副市長及び菊地副市長からの就任のあいさつ 

 (4) 議事説明員の出席要求をしたことの報告 

３ 会議録署名議員の指名（敬称略） 

16番 松川正二郎   45番 石田和子   58番 鏑木茂哉 

４ 会期の決定 

５ 議席の一部変更 

６ 施政方針、議案５５件及び報告１件を一括上程、施政方針の説明、提案説明、分割

議決議案の議事 

 (1) 議案第１６号 川崎市立高等学校及び川崎市立川崎高等学校附属中学校の入学 

選考料等の徴収に関する条例の一部を改正する条例の制定につ 

いて 

 (2) 議案第５０号 平成２５年度川崎市一般会計補正予算 

 (3) 議案第５５号 川崎市営霊園の指定管理者の指定について 

   〔自席質疑の後、委員会付託〕 
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平成２６年第１回川崎市議会定例会議案付託表（その１）

平成２６年２月１８日

付 託 委 員 会 案            件

総 務 委 員 会

（２）

議案第１６号 川崎市立高等学校及び川崎市立川崎高等学校附属中学校の入学選考料

等の徴収に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第５０号 平成２５年度川崎市一般会計補正予算 

まちづくり委員会

（１）
議案第５５号 川崎市営霊園の指定管理者の指定について 
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議場内理事者席(本会議）　　Ｈ２６．２．２１

教

育

委

員

会

議

会

局

建

設

緑

政

局

長

建 設 緑 政局

総

合

企

画

局

長

財

政

局

長

財 政 局

総合企画局

総

務

局

長

市

長

砂

田

副

市

長

三

浦

副

市

長

菊

地

副

市

長
総 務 局

教

育

長

オ

ペ

レ

ー

タ

ー

議

長

演

壇

1
3



宮 前 区

議場内理事者席(予算審査特別委員会）　Ｈ２６
多 摩 区

麻 生 区

高

津

区

長

宮

前

区

長

多

摩

区

長

麻

生

区

長

消

防

局

教

育

委

員

会

上

下

水

道

局

病

院

局

議

会

局

中

原

区

長

健

康

福

祉

局

長

ま

ち

づ

く

り

局

長

建

設

緑

政

局

長

こ

ど

も

本

部

長

川

崎

区

長

幸

区

長

健康福祉局

市民・こども局 まちづくり局

こ ど も 本 部 建設緑政局

会

計

管

理

者

総

合

企

画

局

長

財

政

局

長

市

民

・

こ

ど

も

局

長

経

済

労

働

局

長

環

境

局

長

財 政 局

経済労働局

総合企画局 環 境 局

市

民

オ

ン

ブ

ズ

マ

ン

事

務

局

長

人

事

委

員

会

事

務

局

長

監

査

事

務

局

長

選

挙

管

理

委

員

会

事

務

局

長

港

湾

局

長

病

院

局

長

総

務

局

長

市

長

砂

田

副

市

長

三

浦

副

市

長

菊

地

副

市

長
総 務 局

交

通

局

長

消

防

局

長

教

育

長

上

下

水

道

事

業

管

理

者

病

院

事

業

管

理

者

人事委員会
事 務 局

高 津 区

市 民
オンブズマン
事 務 局

オ

ペ

レ

ー

タ

ー

港 湾 局 会 計 室

交 通 局 川 崎 区

選 挙 管 理
委 員 会
事 務 局

幸 区

監査事務局 中 原 区

委

員

長

演

壇

1
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予算審査特別委員会発言通告書

平成  年  月  日

予算審査特別委員長 様

会 派 名             

団 長 名             

順 位 氏    名 希 望 日

質 問 方 式

区 長 名

①一括 ②一問一答

 ＊質問方式は、いずれかに○印をつけてください。

 ＊区長に発言通告するときは、具体的に区長名を記入してください。
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予 算 審 査 調 査 票

◎ 予算議案の研究のため、理事者に対する質問事項、確認事項等がございまし

たら、下記にご記入の上、ご提出いただければ、それぞれの担当局が、説明に

伺わせていただきますので、よろしくお願いいたします。

名 前：           

局 名(課名) 日  時 備 考（調査項目等）

１
   日( ) 

時  分頃

２
   日( ) 

時  分頃

３
   日( ) 

時  分頃

４
   日( ) 

時  分頃

５
   日( ) 

時  分頃

６
   日( ) 

時  分頃

例) 総務局＊＊＊課 
  ５日(水) 

１０時３０分頃 

＊＊＊関係 

＊この用紙は通告書ではございません。

＊ ３／４（火）の午後１時に回収に伺います。

（総務局庶務課 調査担当 内線２１３２２）
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年 次 別 農 業 委 員 割 当 表 

年 度

定 数  
２ ３ 年  ２ ４ 年  ２ ５ 年  ２ ６ 年  

４ 名  

自 民 党  自 民 党  自 民 党  自 民 党  

公 明 党  民 主 党  公 明 党  公 明 党  

民 主 党  共 産 党  民 主 党  公 明 党  

み ん な の 党 み ん な の 党 共 産 党  共 産 党  
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年次別正副委員長割当表

２３年 ２４年 ２５年 ２６年

総

務

委

員

会

正 自 民 党 公 明 党 自 民 党 民 主 党 

副 公 明 党 自 民 党 民 主 党 自 民 党 

市

民

委

員

会

正 共 産 党 みんなの党 自 民 党 自 民 党 

副 民 主 党 自 民 党 公 明 党 共 産 党 

健
康
福
祉
委
員
会

正 公 明 党 民 主 党 民 主 党 公 明 党 

副 共 産 党 公 明 党 自 民 党 民 主 党 

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

正 自 民 党 民 主 党 自 民 党 公 明 党 

副 民 主 党 自 民 党 公 明 党 自 民 党 

環

境

委

員

会

正 共 産 党 共 産 党 公 明 党 （   ） 

副 みんなの党 みんなの党 共 産 党 共 産 党 
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会　　派 総務委 市民委 健福委 まち委 環境委 計 所属議員数

自　民　党 4 3 3 3 3 16 16

公　明　党 3 2 3 3 2 13 13

民　主　党 3 2 2 2 2 11 11

共　産　党 2 2 2 2 2 10 10

みんなの党・無所属 1 1 1 3 3

無　所　属 1 1 1

無　所　属 1 1 1

無　所　属 1 1 1

無　所　属 1 1 1

無　所　属 1 1 1

無　所　属 1 1 1

無　所　属 1 1 1

合　　　計 13 12 12 12 11 60 60

定　　数 13 12 12 12 11 60

会派別常任委員会割当表
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委　員　会　名 自民党 公明党 民主党 共産党 みんなの党・無所属 無所属

○ ◎

総 務 委 員 会

１３人

◎ ○

市 民 委 員 会

１２人

◎ ○

健 康 福 祉 委 員 会

１２人

○ ◎

ま ち づ く り 委 員 会

１２人

○

環 境 委 員 会

１１人

都市計画審議会委員

港 湾 審 議 会 委 員

◎ 委 員 長、 ○ 副委員長

常任委員会委員・農業委員・各種委員選出届出表

農 業 委 員

※３月１２日（水）午後３時までに事務局へ提出ください。
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議会運営検討協議会第７回報告書（抜粋） 

【市長の決算審査特別委員会への出席】 

１ 検討結果 

  当協議会では、本件について調査・検討を行ったところ、次のとおり、協

議会としての結論に至った。 

  なお、この結論に対して、委員から慎重な立場の意見もあったことを付記

する。 

 (1) 現行の決算審査特別委員会に市長の出席を求めるのではなく、分科会方

式の導入や総括質疑の実施など、決算審査のあり方の見直しを行うべきで

ある。 

 (2) 市長は、決算審査特別委員会の全体会（提案説明及び総括質疑の２日

間）へ出席することとすべきである。 

  また、協議会では、決算審査に関する見直しのあり方について協議を行い、

これを「決算審査に関する見直し（案）」として取りまとめたので、あわせ

て報告する。（詳細は、６ページから１６ページの「決算審査に関する見直

し（案）」参照） 
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「市長の決算審査特別委員会への出席」に関する各会派の見解 

平成２５年１２月１７日現在

各 会 派 の 意 見 

自

民

党

・協議会では、市長の決算審査特別委員会への出席の是非を判断する前提として、

決算審査のあり方について協議が行われた経緯があり、協議の結果、より深い議論

をするためには分科会方式を導入するべきとの結論を得た。このため協議会の報告

書のとおりでよいと考える。また、平成２６年９月議会から実施すべきである。 

公

明

党

・分科会で決算の内容を細かい点まで議論を出来ればという思いであり、協議会の

報告書のとおりでよいと考える。また、平成２６年９月議会から実施すべきである。

民

主

党

・協議会の報告書のとおりでよいと考える。また、平成２６年９月議会から実施す

べきである。 

共

産

党

・議運からの調査依頼は市長の決算審査特別委員会への出席についてであるが、協

議会の報告書では、決算審査のあり方を見直し、分科会方式の導入と総括質疑を実

施した上で市長が出席すべきという内容になっており、議論の飛躍と逸脱が見られ

る。 

多くの政令指定都市で分科会方式を導入していることは理解し、事例研究をする

ことはやぶさかでないが、都市によっては委員外議員の発言を認めて全議員に発言

の機会を確保しており、また、現行の方法における質問時間の拡大などの検討も含

めて、各議員が自覚をもって発言をすることで議会を活性化することもできる。全

員参加方式である現状の決算審査特別委員会に市長の出席を求めればよく、現状の

あり方に問題があればその点について議論を深めたい。 

み
ん
な
の
党
・
無
所
属

・協議会の報告書のとおりでよいと考える。また、平成２６年９月議会から実施す

べきである。 
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議会運営検討協議会第８回報告書（抜粋） 

【会期の見直し】 

１ 検討結果 

  当協議会では、本件について調査・検討を行ったところ、次のとおり、協

議会としての結論に至った。 

 (1) 会期の日数を増加させることにより、災害時などの緊急時に速やかに会

議を開催できること、地方自治法第１７９条に基づく市長の専決処分を少

なくして、議会のチェック機能の強化を図ることができること、閉会中も

常任委員会が積極的に活動しているなど、実質的に通年化している本市議

会の実態に即した見直しとすることで、市民にわかりやすい議会となるこ

となどから、会期の見直しを行うべきである。 

 (2) また、会期の見直しにあたっては、地方自治法第１０２条の２に基づく

通年の会期制とするのではなく、従来からの規定である地方自治法第１０

２条に基づく見直しとするべきである。 

(3) なお、協議会では、会期の見直しの必要性は意見が一致したものの、具

体的な会期の見直しに関しては、各委員から、現在検討が行われている決

算審査の見直しの実施状況を勘案した上で具体的な会期の見直しの検討を

進めるべきとの意見、地方自治法第１０２条に基づく通年議会とするべき

との意見、ただちに通年議会とするのではなく、３会期制、２会期制のあ

り方を検討するべきとの意見、会期を見直した場合のメリット、デメリッ

トを検討するべきとの意見など、様々な意見があるため、具体的な会期の

見直しについては、更なる検討が必要である。具体的な会期の見直しは、

一致しなかったが、ここで報告書を取りまとめ、議運に報告することと決

した。 
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